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論文　硬化を制御 したエ ポキシ樹脂 で被覆 した PC 鋼より線を用 い た

　　　　PC 梁の 力学的特性
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要旨 ：本研 究は硬 化 を制御 した常温硬 化 型 の エ ポキ シ樹脂 で 被覆 した PC 鋼 よ り線を用

い て PC 梁 を作製 し、シ
ー

ス 内の 樹脂が硬 化す る過程 で 載荷履歴 を与え た場合 と、樹 脂

の 硬化 が終了 して か ら載荷 した場合 との 梁の ひび割れ性状やたわ み性状を比 較する実験

を行 っ た 。 そ の 結 果 、シ ー
ス 内の 樹脂が硬 化する過程 で荷重履 歴 を受 け る と、樹 脂 と P

C 鋼よ り線 との 付着が弱め られる可能性が あ る こ とが分か っ た 。
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ー

ワ
ー ド： ア フ タ

ーボン ドPC 鋼材 、 PC 鋼よ り線 、
エ ポキ シ樹脂 、 付着疲 労

　 1．まえ が き

　 ボン ド式 ポス トテ ン シ ョ ン 工 法 に おい て 、 シース 内へ の 緊張材 の 挿入 お よび グラ ウ トの 注入 は 、

工 事の 繁雑化をまね き 、 さら に グラウ ト充填 の 不完全 な どの 問題 を生 じさせ る こ と が あ る 。 そ こ

で 、近 年、 PC 鋼 よ り線 の 表面 に 3 ヶ 月〜6 ヶ 月で 常温 硬 化す る エ ポキ シ 樹脂 を塗布 し、そ の 上

をシ
ー

ス で 被覆 し
一

体化 した PC 鋼材が 開発 された （以 後 こ の
一体化 した もの を ア フ タ

ーボ ン ド

PC 鋼材と呼び 、よ り線単体を意味す る場合は PC 鋼よ り線 と呼ぶ ） 。 こ の 鋼材を使用 して PC

部材 を製作す る場 合、現場 における シ ース 内へ の 緊張材の 挿入 作業お よび グラ ウ トの 注入 作業は

不要 となる利点が あ る 。 製作 され た部材は 、鋼 材 の 緊張 時か ら しば ら くの 間 は シー
ス 内 の 樹脂 は

硬化 して い な い ため に ア ンボ ン ド式 PC 部材 として の 特性を もつ が 、 樹脂の 硬化 とともに ボン ド

式 PC 部材の 特性に移行 し、 供用 され る時に は完全なボ ン ド式 PC 部材 とな る と考え られ る 。 ア

フ ターボ ン ドPC 鋼 材 の 基本的な特 性 は か な り明 ら か に さ れ て お り、既 に 橋 梁 な ど に 実 用 さ れ て

い る 。 しか し、重要で あ りなが らま だ十分 に は明 らか に され て い な い 問題 もある 。 特に 、鋼材 の

緊張後、部材が供用 され るま で 、一
般に 、か な りの 期間が あ り、そ の 間、シ ー

ス 内 の 樹脂 が徐 々

に硬化 を進行 させ て い る状 態で、架設時や そ の 後の 作業時に 種 々 の 荷重 がか か る ため 、樹脂の 硬

化が阻害され PC 鋼よ り線 と樹脂 と の 間 の 付着が低下す る恐 れ があ る とい う問題 で ある 。

　緊張 した鋼材 を定 着具 で梁端に 固定 して い る PC 梁に おける鋼材の 付着特性 は、載荷時 に 曲げ

領域に発生するひ び 割れの 性状や梁の たわみ性状 に よ っ て評 価 でき る 。 そ こ で 、本研 究は ア フ タ

ー
ボ ン ドPC 鋼材 を 用 い た 梁を作製 し、 シース 内の 樹脂が硬化 する過程 で 載荷履歴を 与え た場合

と 、 樹脂 の 硬化 が終了 して か ら載 荷 した 場 合 と の 梁 の ひ び割れ 性状や た わ み性状を比較す る こ と

に よ りPC 鋼材の 付着特性に 及ぼす載荷履 歴 の 影 響 を調べ る実験 を行 っ た。特 に 、樹脂 の 硬 化が

阻害 され て い る場 合に は、そ の 影響が、付着疲労特性に顕著に 現 れ る と考え られ た の で 、梁に 静

的載荷 した場合と 100 万回以上 の 繰 り返 し載荷を した場合との 性状の 比較を行 っ た 。
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　 2 ．実験概要

　 2 ． 1ア フ ターボ ン ド PC 鋼材の 概要

　ア フ ターボン ドPC 鋼材は図
一 1 に示すよ

うに PC 鋼材に 常温硬化 型 の 樹 脂 を未硬化 な

グリース 状の 状態で塗布 し、 凹凸をつ けたポ

リエ チ レ ン シ
ー

ス で 被覆 した もの で あ る 。 こ

の 常温硬化 型 の 樹 脂 は エ ポキ シ 樹脂 で硬化促

進剤 の 添 加量 を コ ン トロ ールす る こ と に よ り

　実験に は PC 舗装版 の
一部を想定 した梁

形試験体を用い た 。 ア フ ターボ ン ドPC 鋼

材を用 いた試験体 （記号 AF ： 11 体 ） と、

比較材と して 一般に使われて い るセ メ ン ト

グラ ウ ト充 填 の PC 鋼材 を用 い た試験 体 （

記号 GR ： 3 体）、そ して セ メ ン トグラ ウ トが充填

され て い な い PC 鋼材を 用 い た 試験体 （記号 UBl

1 体）の 3 種類、計 15 体を用 い た。試験 体 の 形

状寸法な らび に配筋状況の 一例を図 一2 に 示す。

　 2 ． 3使用材料

常 温 硬 化 性樹 脂 シ
ー

ス

PC 鋼 材

図
一 1 ア フ タ

ーポン ドPC 鋼材

硬 化 時期を自由に 設定 で きる もの で あ る 。 今回使用 した の は 3 ヶ 月硬 化型 で あ る 。

　 2 ． 2試 験体の 形状寸 法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表 一1 コ ン ク リー ト配合

単位 置殉 f’  ）租骨材の

最大寸法

　 ‘閣 ）

ス ランプ

　（G曝）

水セ メ
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艶鱒材
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表一2PC 鋼よ り線 ・異形鉄筋の 力学的性質

鉄 筋 名 公称 径

（闘 ｝

公 称断面積

　｛囿■
2

）

引 彊荷重

（  の

降伏荷重

〔  f）

弾性係数

巛gfノα1〕

PC鋼より線 17．8208 ．4416043864719 ．5xlO5
異形鉄 筋 9．53o ．7133526137932 ．lx 監05

　使用 した コ ン ク リ
ー

トの 配合を表 一1 に 示す 。 また、PC 鋼よ

り線 ・鉄筋の 力学的性質 を表 一2 、 樹脂の 硬 化 後の 基礎 特性を表

一3 、ア フ タ
ー

ボ ン ドPC 鋼材 と コ ン クリー トとの 付着性能 につ

い て表一4　
i ）

　｝：示す 。 セ メ ン トグラ ウ トの 4週圧 縮強 度は土 木学

会の 標準示方書 で 200Kgf ／c  以 上 とされて お り、 表 一3 か ら強

度はそ れ らを十分満足 しい る 。 ま た、表 一4 で 明 らか

なよ うに 、ア フ タ
ーボ ン ドPC 鋼材 は最大 付着応 力が

59Kgf ／edあ り、　 P　C鋼 よ り線 と同等以上 の 付着強度

を有 してお り樹脂の 硬化 後の 付着特性 には問題 な い こ

とが分 か る 。

表一3 樹脂の 硬化後の

　　　 基礎特性

項 　　目 特 性　 髄

圧 縮強度

引張強度

弾性係数

　740Kgr／d

　230Kgf／αi
82000【8f艇

表
一4 付着性能

すべ り開始 大引抜き 平均付着

馘 験 体 時の 荷■ 荷　 重 強　 度

1  Ω （剛 》　 〔剛 んの

PC 鋼よ り練12．7■ 21004640 　　 　 45

ア フ タ ーボ ン ド

PC 鋼 材 　 12．7闘 32006520 　　 59  

コンPiJ−F圧 縮強度 ：320（kgf／c醯）

  す べ りは、コ別
一
トとの 間で生じた 。

c．L．

　　 †
25

ξ跡
陣

図
一2 試験体形状寸法 および配筋状況
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　 2 ． 4 載荷履歴

　試験 体の 載 荷は静的載荷 （記号 ：S）

と繰 り返 し載荷 （記号 ： H） に 分かれ 、

それ ぞれ ア ンボ ン ド状態か ら載荷 され

るもの （記号 ： UB）、ハ
ー

フ ボ ン ド状

態か ら載荷され る もの （記号 ： HB）、

ボン ド状態で載荷 されるもの （記号 ； B

）に 分けられる 。 付着状態に よ る載荷

履歴 の 一覧を表 一5 に 示す 。

　 2 ． 5 載 荷方法

　載荷方法は 2 点載荷 （図一2 参照）

と し静的載荷と繰 り返 し載荷を 行 っ た
。

表一5 載荷履歴
一

覧

静的載荷駄験 痩労 載荷試験

試験体名 PC綱 よ り線と樹麕

1ケ
「
ラウト）の 付着寧（拓）

鼠験体名 PC鋼 よ り線 と樹自

（グ ラウリの 付着皐〔鬚〕

o50100 20　　　 50100

A則 8−S「 口 口 圃 AF08 −Mo0 ■

AF08−S2 口 ■ 《FU8−H2 ○ ●

AF凹3−S1 口 ■ AFHB一旧 o ●

AFH8−S2 口 ■ A田 一
闘1．AFB −H2．GR一田 ●

貞F8−S1．AF8−SZ．6R−S1．6R−S2 ■ ”3一閥翆　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 ●

  ｝ 口 ； 10（tの ま で 誠荷後除荷、■ 乙 碵壌 まで 餓荷、Q ； 1（tf）−5．8（tので

　 10万 回職荷後験荷、● ： 1（tt）
−5．SC±t）で teo万 回蔵荷後上限re■をS．S

　 　 〔tf）の 2割，4割，6割，8割・・増荷重で 各 1万 回 つつ 破壇 まで載荷

静的載荷は手動に よ り1．Ot つ つ 測定 を行 い なが ら、履 歴計画 （表 一5 の   参照 ）に 従 い 試験体が

降伏 ・ 破壊する ま で載荷 した 。 繰 り返 し試験 は、設計荷重 （ひ び割れ発生荷重5，8t ）を上 限値 、

下限値を1t と して 4Hz （毎分240回） で 履歴 計画 に 従 い 繰 り返 し載荷 を行 っ た 。 測定は 1回 、 1000

回 、 3000回、5000回、1万 回、2万回 、3万 回、5万回 、 7万回 、 10万 回 、 50万 回 、 100万 回、そ して

それ以降は 1万 回毎に載荷を止め 、 静的に そ の 上 限荷重 ま で載荷 し測定 を行 っ た 。

　 2 ． 6測定項 目お よび測 定方法

　載荷荷重は ロ
ー ドセ ル に よ っ て 、 PC 鋼よ り線 の ひずみは 素材表 面 に 貼付防水 した ス トレ イ ン

ゲ ージ に よ っ て、PC 鋼材軸 力 は 材端 に取 り付けた ロ ー ドセ ル に よ っ て 、梁 の たわみ は ダイヤ ル

ゲ ージ に よ っ て 、梁表面 の ひずみは ス トレイ ン ゲージ に よ っ て 、 ひ び割れ幅はあ らか じめ 10cm間

隔 で コ ン ク リ
ー

ト表面 に 設けて おい た標点を コ ン タ ク トゲ
ージ に よ っ て 測定 した （図

一2 参照 ） 。

　 3 ．実験結果

　 3 ． 1 ひび割れ 発生 お よび破壊の 状況

　図一3 は 、 静的載荷 または繰 り返 し載荷に よ っ て梁が

破壊に 至 るまで に 発生 した ひ び 割れ と破壊箇所 （図中網

掛け）の 例を示す 。 図中の ひび 割れ本 数 は載荷点間 （800

mm ） に 発生 した もの をカ ウ ン トした もの で あ る 。 ひび 割

れ の 間 隔 に は や や 相違 が見 られ た が 、ひ び割れ発生荷重

に は大差 が見 られ なか っ た 。 表 一6 は 、 静的載荷 した梁

の ひび割れ発生荷重や破壊荷重 等の 測 定結果 を を示す 。

静 的載荷 で破壊 した梁は 、 載荷履歴 の 有無 に 関

わ らず 、 全て ほぼ 同 じ荷重 で コ ン ク リ
ー

トの 曲

げ圧縮破 壊に よ り破壊 した 。 表 一7 は 、繰 り返

し載荷 した梁の ひ び割 れ発生荷重や破壊時の 荷

重及 び破壊時の 繰 り返 し載荷回数 等を 示す 。 繰

り返 し載荷 した梁は、荷重履歴の 有無に 関わ ら

ず 、 設計荷重 （5．8t ）を 100万 回載荷 した段階

ま で に は破壊せ ず 、 そ の 後の 割増 し荷重で の 繰

表一6 実験結果一覧 （静的載荷）

試験体名

コカ リ
ー
ト

圧縮強度

巛 f！醐 ）

ひ び 　 れ

発生荷重

　 （tf）

　 　曩

（tつ
AFUB−S1 43 6．813 ．2
AFU3−S2 43 7．113 ，2
AFHB−S！ 43 6．813 ，3
AF胆一S2 46 7．013 ．1
AF9−S1 46 6．613 ．4
AF3−S2 45 6．414 ．o
6健一S1 34 了．o12 ，0
6R−S2 34 6，512 ．0

表一7 実験結果一覧 （繰 り返 し載荷）

試験体名

コンケリート
圧縮強度

（kf ！cの

ひび 割れ

発生荷霊

　 （tf）

　回 数

（回 ）

壊 　重

くtつ
AFUB−H1 42 6．810524312 ，7
AFUB一腸2 42 7．1lO520412 ．了一
AFH8−H1 43 7．0 ［0516012 ．7
AFB−H1 4弓 7，010543712 ．了
AF3一閥2 45 8．010545412 ．7
U6一闘1 34 7，0io4040ll ．6
GR一附 34 6．0104211 ［1．6
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り返 し載荷に よ っ て破壊 し、

そ の 破 壊荷重 および破 壊時

の 載荷回数に は大差が なか

っ た。
こ れ らの ことか らア

フ ターボン ドPC 鋼材を使

用 した梁 の シ
ー

ス 内の 樹脂

が硬化する過程で の 載荷履

歴 の 影響は 、 ひ び割れ性状

に は見 られるが 、樹脂 が硬

化 して 後の 梁の 終局耐力 に

は見 られ な い と考え られる 。

　 3 ． 2 ひ び割れ性状

　 （1 ）ひ び割れ間隔

　ア フ タ
ーボ ン ドPC 鋼 材

の シ
ー

ス 内の 樹 脂の硬化の

過程で受ける載荷履歴が梁

に発生 したひび割れの 間隔

に及ぼ す影響を調 べ た 結 果

は次 の 通 りで あ る 。 表 一8　　　　　　　　　　図一3 試験体ひび割れ性状

は 、 樹脂 の 硬化 率 （硬 化 過

程 の 各段階で載荷 した際に梁端部にお ける PC 鋼よ り線の 緊張力 の 増

加量を ロ
ー ドセ ル に よ っ て 測定 し硬化率を推定 した） とそ の 時点 で 荷

重 10tま で 静的に 載荷 さ れた 場 合、お よび樹 脂が完全 に 硬化 してか ら

載荷され た場合の それぞれの 梁の 平均 ひび割れ間隔の 測定結 果を示 し

たも の で あ る 。 こ の 表か ら分 か るよ うに 、樹脂の 硬化過程 で載荷履 歴

を受けた梁 （AFUB，　AFHB）は、樹脂 が完全 に 硬 化 して か ら載荷 した梁

（AFB）よ りも平均 ひび割れ間隔が約21％ 大きくな っ て い る 。 ア ン ボ ン

ドpcra の ひび割れ間隔がボ ン ド梁の それ よ りも大 き くな る こ とは良

く知られて い るが、その差 が こ の 場合 、 あま り大き くなか っ た の は、

組 立筋 と して 引張 り側 に異形鉄筋 （D10）を2本配 置 して い たために、

そ の ひび割れ分散効果 が あ っ た の で は な い か と考え られる。載荷履歴

を受けた梁が そ の 後樹脂 が完全に硬化 してか ら再び載荷 した場合

に は 、 付着に よ り新 たな ひび割れが発生 し、 平均ひ び 割れ間 隔が

減少す る もの と考え られたが 、 実測で はそれ に変化が なか っ た 。

こ の こ とか ら、荷重履 歴 に よ っ て 、樹脂と PC 鋼よ り線 との 付着

が 弱め られ て い る可能性が ある もの と考え られ る 。 表 一9 は 、樹

脂の 硬化率とそ の 時点 で設計荷重 （5．8t）で 10万 回つ つ の くり返

し載荷を した場合の 平均ひ び割れ間隔の 測定結果を示 した もので

あ る 。 なお 、 硬化率 100％ の 欄の 値は設計荷重で 100万 回載荷 した

後の もの で ある 。 こ の 表 か ら分か るよ うに 、樹脂の 硬化の 過程で

〔ひび割れ本数 5本、最 大ひ び 割れ 幅0．465開 、ひび割れ 平均聞隔200．Om ■）

（ひび割れ本数 7本、最大ひ び割れ 幅0，601開 、ひび 割れ平均MM134 ．0■e）

（ひび割れ本数 9本、最 大ひ び 割れ幅O．S82m、ひ び割れ 平均間隔 1CO、O顯 ）

表一8 ひび割れ 間隔

硬 化寧 ％（静的）

試験体名 o50100

AF田 一S11nn1n1

A則 3−S2133 133

AF凹8−S1 9797
AFH3−S2 ’ 116116

AF8−s1 92
AFB−S2 96

6R−S1 100

εR−S2 95
（■鬮｝

表一9 ひび割れ 聞隔

硬 化 串 ％（繰返 ）

試 験 体 名 05060100

AF凵B−H1200 200200

AF“B一膊2205 164
AF闘B−H1 134 134

AFB一陛1 100
AFB引 2 ．　ρ　L7r 103
U8一開1

：￥ く．　 ’ 157
6R−H1 n2

（閾回）
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通 りで ある 。

　樹脂 の硬 化過程 で載荷履歴を受けた梁は、

樹脂が完全に硬化 して か ら載荷 した梁よ り

も最大 ひび割 れ幅が約 50％ 大き くな っ て い

た。 これはば らつ きもあ るが 、ひび 割れ 間

隔が違 うため と考え られ る 。 しか し 、 荷重

履歴を受けた梁を 、 樹脂が完全に 硬化 して

か ら再び静的載荷 した場合 に も、ひび割れ

幅に 変化 は見 られ な か っ た 。

　図
一4 （a ）は 、設計荷重 （5．8t ）で 10万

回つ つ の 繰 り返 し載荷を し、100万 回まで 載

荷した場合の 最大ひ び割れ幅の 測定結 果を

示 した もの で ある 。 図
一4 （b）は、そ の 後荷

重 を 2D％ず っ 割増 して 各 1 万 回ずつ 破壊ま

繰 り返 し載荷履歴 を受 けた梁 （AFUB，　AFHB） は 、樹脂 が完 全 に 硬化 し て か ら 繰 り返 し載荷 し た 梁 よ

りも平均ひ び 割れ間隔 が 64％ も大きい 。 特 に 、硬 化率0％ の 時点で 繰 り返 し載荷を受 け た梁 の 場合

はおよ そ 2倍の 平均ひび割れ間隔とな っ て い る 。 ア ン ボ ン ド梁の ひび割れ間隔が ボ ン ド梁の そ れよ

りも大 き くな る の は 当然 であ るが 、 静的載荷の 場合よ り もそ の 差 が大 きか っ た 。 こ れは 、繰 り返

し載荷の 荷重が5．8tで あ り、 静的載荷時の 10tよ りもかな り小さ くひ び割れが十分に は発生 し終わ

っ て い なか っ た とも考え られる 。 こ の 場合で も、載荷履歴 を受けた梁の 樹 脂 が 完全 に硬化 して か

ら再び 100万回 の 繰 り返 し載荷を した場合に も 1体 （AFUB−H2） に 1本の ひ び 割れ が 発 生 した の みで 、

平均ひ び割れ間隔に変化はなか っ た 。

　 （2 ） ひ び 割 れ 幅

　ア フ ターボ ン ドPC 鋼材の シ ー
ス 内の 樹脂の 硬化の 過程で 受ける載荷履歴が梁に 発生 した ひ び

割れ の 幅に 及ぼす影響を調べ た結果は次の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 O．7

O，6

　 o．5

售v
　　O．4

駈　 e．3b

　 e．2

o．1

O 　 AFUB ・H1
一

巳
一AFUB ．H2 ．

十 AFH 巳・H1
一● − AF8 −H1
一

ロ
ーAFB −H2

→ − UB・H1一
麁
一GR・H1

」」

「

骭

）

00
　　0，2　0，4　　0．6　0．8　　1，0　　1．0　　　　1．02　　　1．04 　　　1．06

　 　 　 　 　 繰 り遮 し回 数 （X100 万 回 ）

　　　 （a）　　　　　　 （b）

　　図
一4 ひび割れ幅一載荷回数の閧係

で載荷 した場合の ひ び 割 れ幅 の 測定結果を示 した もの で あ る。こ の （a ）図か ら分か るように 樹

脂 の 硬 化 過程 で載荷履歴 を受 けた梁 も、樹脂が 完全 に 硬化 して か ら載荷 した梁 も、い ずれ も 100万

回ま で の載荷で ひび割れ幅に ほ とん ど変化

が見 られない 。 こ の こ とか ら、設計荷重程

度 の 荷重 に よ る 100万 回 の 繰 り返 しで は付 着

疲労 に よる鋼材の 滑 り出 しはない もの と考

え られる 。 しか し、 　（b ）図か らは 、そ の

後の 割増 し荷重載荷時 に は荷重履歴の 影響

が見 られる 。 すな わ ち、 荷重履歴 を受けて

い る 梁の ひ び 割れ 幅 が や や大き くな る傾向

が見 られ た 。 こ れ は 、荷重が 高 くな ると付

着の 弱 め られ て い る影響が現れ て くるの で

はない か と思 われ る 。

　 3 ． 3 たわ み性状

　ア フ タ
ーボン ドPC 鋼材の シ

ー
ス 内の 樹

15

10

5

（
睾）
餌
檸
怛
屡

OO
　　　　　　　5　　　　　　10 　　　　　　15　　　　　　20 　　　　　　25

　 　 　 　 　 　 梁たわ み （mm ）

　図
一5 載荷荷重一梁たわみの 関係
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脂の 硬 化の 過程で受ける載荷履歴が梁の たわ

み性状に及ぼ す影響を調べ た結果は次の 通 り

で あ る 。 図
一5 は樹脂 の 硬 化 前 に 、 10t まで

静的に載荷 された場合の 梁 中央底面 の たわ み

を測定 した 結果を示 し た もの で あ る 。
こ の 図

か ら分か るよ うに 、樹脂 の 硬化過程 で載荷履

歴を受けた梁 （AFUB、　 AFHB）と樹脂が 完全 に

硬化 した後に 載荷 した梁 （AFB） との 間 に は顕

著 な差が見 られなか っ た。図 一6 は、設計荷

重 （5．8し）で IO万回ず つ の 繰 り返 し載藏 を し

た梁を 、 100万回 まで載荷 した場合の た わ み の

測定結 果を示 した もの である 。 図
一6 （b ）

は 、 そ の 後荷重を20％ ずつ 割増 して 各 1 万 回

ずっ 破壊ま で 載荷 した場合 の たわみ の 測 定結

果を示 した もの で あ る G 　（a ）図か ら、荷重

履歴 に 関わ らず leo万回 の 繰 り返 し載荷 を受け

20

15

01

（
霊｝
鳶

O　 O・2　0・4 　0・6 　e・e　1．0　 1・O　 　 t．e2 　 　1．04　　1．OS
　 　 　 　 繰 り 遮 し 回 数 （XIOO 万 回 ）

　　　 （a）　 　 　 　 　 （b）

図
一6 梁たわみ

一載荷回数の 関係

て もたわ み の 変化は見られない 。 また （b ＞図か らも、ア ンボ ン ドの 比較材 はややた わみの 増加

が見 られ るが 、 そ の 他 の 梁 には顕 著な差 は見 られな か っ た 。

　 4 ．まとめ

　ア フ タ
ーボ ン ドPC 鋼材 を用 い た梁 型供試 体 に よ っ て 、シ

ー
ス 内の 樹脂 の 硬 化過 程 で 受ける荷

重履歴が PC 鋼よ り線と樹脂 との 付着特性に及 ぼす影響を調べ た結果、実験の 範囲内で 次の こ と

が い え る 。

（1）静的載荷した梁の ひび割れ 発生荷重や破壊荷重に は 、 樹脂の 硬化過程で の 載荷履歴 の 有無

に よ る差が 見 られ なか っ た 。 また、繰 り返 し載荷を 100万回以 上行 っ た梁 の 破 壊荷重 およ び繰 り返

し載葡回数 に も、 樹脂の 硬化過程 における載荷履歴 の 有無に よ る差は見 られ なか っ た 。

（2）樹脂の 硬化 過程 で 載荷履歴 を受 けた梁は 、 受けな い 梁に 比 べ て ひび割れ間隔が 20〜50％程

度大 き くな っ た 。 こ れは 、 ア ンボン ド状態で載荷され たため である と考え られ る。 また 、 樹脂の

硬化過程で の 載荷 に よ り発生 した ひび割れ間隔はそ の 後樹脂が完全に 硬化 して か ら静的載荷ある

い は繰 り返 し載荷 され て も、 新 しい ひび割れが ほ とん ど発生 せず 、 変化 しな か っ た 。
こ れは 、 載

荷履 歴 に よ り、樹 脂 と PC 鋼 よ り線と の 付着が 弱め られ て い る可能性 を示す もの と考え られ る 。

（3 ）樹脂 の 硬 化過 程で 載荷履歴 を受 けた梁の 最大 ひび割れ幅は約 50％大きか っ た 。 こ れは 、ひ

び割れ間隔か 大き くなる こ とに 関連 して い ると考え られる 。 また 、 荷重 履歴に 関わ らず 、 梁 に発

生 したひ び割れの 幅は 、 樹脂が完全に 硬化 して後の 100万回の 設計荷重の 繰 り返 し載荷 に よ っ て も

ほ とん ど変化 を生 じなか っ た 。 しか し、そ の 後の調増荷重の繰 り返 し載荷に よ っ て載葡履歴の あ

る梁の 最大ひび割れ幅が や や増加す る傾向が見 られ た 。

（4 ）樹脂の硬化過程 で の 載荷履歴 の 有無は 、粱の た わみ性状に は ほ とん ど差 を生 じな か っ た 。
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